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1 ── 問題と目的
2000 年に児童虐待防止法が施行されてから、DV防止法（2001 年施行）、高齢者虐待防止
法（2006 年施行）、障害者虐待防止法（2012 年施行）といった虐待や暴力の防止に係る法整
備がなされている（菅野，2016a）。特に、児童虐待の深刻化に伴い、2015 年に児童相談所
の全国共通ダイヤルが 10 桁から 3 桁に変更され、通告しやすい仕組みが整いつつある。
平成 27 年（2015 年）度に全国の児童相談所へ寄せられた「児童虐待相談対応件数」は、
103,260 件と過去最多である（厚生労働省，2016）。児童相談所により「保護の必要がある」
と判断した事案については、児童福祉施設への措置や里親制度を利用した里親委託とな
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児童養護施設入所児童における精神疾患の親から受ける心理的影響
─ 自由記述データの分析を通して
菅野　恵 KANNO Kei
1 ── 問題と目的
2 ── 方法
3 ── 結果
4 ── 考察
【Abstract】This study investigated children living in foster homes, a type of child
welfare institution, in Japan. Foster care provides a home environment to children
who have been abused and/or neglected by parents who have parenting difficul-
ties. Approximately 12.3% of children living in foster homes in Japan have a par-
ent with mental illness, but despite growing concern, the psychological impact of
having a parent with mental illness among foster children is currently not known.
In this study, we conducted a follow-up survey of 97 children aged 3–18 years
who lived in foster homes and analyzed open-ended survey questions. The major
finding was that 35% of the children had a parent with mental illness. Analysis
also extracted six psychological impacts of having a parent with mental illness:
anxiety/confusion, repressed emotion, distorted image of parents, imitation of
parents, parentification, and other. Even after having been separated from their
parents and admitted to foster homes, children were disturbed and confused
because of the adverse effect of their parents. These findings suggest the impor-
tance of providing psychological care for emotional support of foster children
struggling with their relationship with their parents.
る。なお、児童福祉法で定められている「児童」は 0 歳から 18 歳未満を指すため、本稿
では児童福祉施設でのケアを受けている子どもを指す場合に「児童」の用語を用いたい。
児童福祉施設には、乳児を対象とした乳児院、DV（ドメスティックバイオレンス）から逃
れてシェルターの役割も果たす母子生活支援施設、被虐待児や養育困難などさまざまな事
例を受け入れている児童養護施設、犯罪などの不良行為から自立を目指す児童自立支援施
設、著しい被虐待等で心理的な治療に対応する情緒障害児短期治療施設などがある。中で
も児童養護施設は全国に約 600 施設あり、児童相談所からの措置の約 7 割を占めている。
厚生労働省（2015）によると、児童養護施設に入所する児童の概要として、平均年齢は
11.2 歳であり若干年齢が高まる傾向にある。入所時の平均年齢は 6.2 歳である。平均在所
期間は 4.9 年となっているが、在所期間が長期化し、高校卒業まで施設で生活する児童も
存在する。虐待を理由とする入所は年々増加し、「養護問題発生理由別児童数」をみると全
体の 18.1%と最多であり、次いで「親の放任・怠惰」（いわゆるネグレクト）の 14.7%が続いて
いる。ここで注目したいのは、親の精神疾患を理由とする入所が 12.3%の割合であり、父
母の別では大半が母親の精神疾患（11.7%）となっている。
児童養護施設へ入所した児童は、施設での生活を通した中・長期的なケアを受ける中で、
入所に至る経緯や一時帰宅等の家族交流などを通して親の課題に向き合うことになる。た
とえば、親子の交流中に再虐待や児童への不適切なかかわりが発覚し、交流を中断するケ
ースが指摘されている（菅野，2016b）。そのため心理職を含めた施設職員は、親から受ける
心理的影響について常に意識しながら児童の心理的変化を追跡的に検討する必要がある。
親子関係は、児童にとって永続的なテーマであり、数年経過しても残される親の課題に対
してどのように向き合うかということが、施設での心理的支援の一つのテーマとなりう
る。これまで児童養護施設に入所した児童のいわゆる「問題行動」に関連する研究はいく
つかみられるが（例えば坪井，2005；菅野・元永，2006）、児童と親の精神疾患との関連はどう
であろうか。
先行研究において、精神疾患の親を持つ子どもは、精神疾患あるいは問題行動のリスク
を高めやすいことや（Seifer & Dickstein，2000）、子ども自身の自尊心を低める（Goodman &
Gotlib，1999）と示唆している。また、精神疾患の親に対する子ども自身の感情として、親
へのあきらめや怒りの感情（土居・細木・山中他，2007）、“親に対する不安感と恐怖は親と再
会した後でも継続する” （James，1994）といった言及もある。児童養護施設における家族交
流に関する研究において精神疾患の親からの一時帰宅先での悪影響を示唆しているが（菅
野・元永，2008）、児童の課題に関連させた研究はこれまであまりみられない。そこで、菅
野・島田・元永（2014）は、児童養護施設での追跡調査を行い、精神疾患の親を有する児童
の 34 事例を分析したところ、児童の課題として「社会性の問題」を抱える児童が約 6 割
を占めることを明らかにしている。しかし、精神疾患の親の病理と児童の「社会性の問題」
との関連について分析が不十分であったことから、児童への心理的影響に関する詳細な質
的検討が課題として残されている。
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本研究では、児童養護施設に入所した児童のうち精神疾患の親を有する児童を対象とし
て、精神疾患の親から児童が受ける心理的影響について質的分析を通して明らかにするこ
とを目的とする。
2 ── 方法
対象は、首都圏の児童養護施設 2 箇所に入所する 3 歳から 18 歳までの児童 97 人とし
た。児童の年齢の平均は 9.8 歳（SD=4.3）、施設在所年数の平均は 6.8 年（SD=4.1）であっ
た。調査は、200X年 10 月（第 1 回目の基礎調査）と 200X＋3 年 4 月（第 2 回目の追跡調査）
に続き、200X＋10 年（第 3 回目の追跡調査）の計 3 回実施した。今回は菅野・島田・元永
（2014）で分析の課題が残されていた第 3 回目の追跡調査の内容を再分析している。そのた
め、基本的属性の提示については、菅野・島田・元永（2014）で示した内容と一部重複する
ことを断っておきたい。
児童を熟知している施設内ケアワーカーに対して、措置経過、親の課題（精神疾患の有無
を含む）、児童の課題、児童の性格傾向、児童の知的発達（WISC-IV知能検査もしくは田中ビ
ネー知能検査 Vの IQの数値）、精神疾患の親から受ける児童への心理的影響について自由記
述欄への記入を求めた。親の精神疾患の判別は、医療機関から診断を受けている、もしく
は診断を受けていないものの精神疾患が強く疑われるケースとした。
「精神疾患の親から児童が受ける心理的影響」に関する自由記述内容の分析方法として、
KJ法を参考にいくつかのカテゴリーにまとめ、ラベルをつけた。複数事例の提示について
は、自由記述欄の情報量が多い事例を優先して選別した。
倫理的配慮として、施設内にて倫理面に関して慎重に協議を行った上で、個人や団体が
特定されないように内容を一部改編した。
3 ── 結果
1）基本的属性
調査対象児童 97 人中、親に精神疾患を有する児童は 34 件で全体の 35.0%を占めた。次
いで、経済的な困窮（13.4%）、再虐待の恐れ（8.2%）、養育力の低さ（6.2%）、親の行方不明
（4.1%）などの親の課題が示された。
親の精神疾患の内訳として、診断を受けている母親は 23 件、父親は 6 件、精神疾患が
疑われるケースは 5 件であった。診断種別として、統合失調症が最多の 14 件（うち母親
11 件）、うつ病 8 件（うち母親 7 件）、パーソナリティ障害 3 件（すべて母親；うち境界性パー
ソナリティ障害 2 件）、パニック障害 2 件（すべて母親）、アルコール依存症 2 件（すべて父
親）、発達障害 1 件（母親）、強迫性障害 1 件（母親）であった。
精神疾患の親を有する児童の課題として、「社会性の問題」が 58.8%（n=20）と最も多く、
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「反社会性の問題」（41.2%）（n=14）、「低学力・知的発達遅滞」（38.2%）（n=13）と続いた。
したがって、親の精神疾患については、全国的な平均値（12.3%）を大きく上回る数値と
なった。また精神疾患の親を有する児童の課題として「社会性の問題」が半数以上と浮き
彫りになった。
2）親の精神疾患の種別による児童の「社会性の問題」
精神疾患の親を有する児童の課題で「社会性の問題」が最も多かったことから、児童の
「社会性の問題」の 6 事例に着目し、親の精神疾患の種別を示したうえで、「社会性の問題」
の内訳、児童の性格傾向、知的発達について Table1 にまとめた。
まず、両親及び母親が統合失調症の 2 事例については、いずれも感情表出に課題を抱
え、性格傾向では劣等感や回避的傾向が共通していた。次に、母親がうつ病、父親が統合
失調症の事例では、年下への威圧的行動や大人を独占したがるといった身勝手な言動が示
された。母親が境界性パーソナリティ障害の事例では、自己主張の強さから集団不適応を
起こしていた。母親がパニック障害の事例では、相手にちょっかいを出すことと相手の感
情を汲めないことが課題とされた。父親がアルコール依存症の事例では、児童に攻撃性の
課題を有していたが、学校での部活動（運動部）で攻撃性を発散させて活躍していたもの
の、家庭復帰した後に学費の滞納で高校を中退し、予後が心配される内容であった。
したがって、精神疾患の親をもつ児童の「社会性の問題」は、感情表出の難しさを抱
え、攻撃性を特徴とする他者との不適切なコミュニケーションの課題や、劣等感や回避と
いった児童の性格傾向が目立った。
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感情の表出や要求が苦手である。
自主性、自発性が乏しい（社会的自立が著し
く困難になることが予想される）。
年下への威圧的言動、大人を独占したがる。
中学生になり低学力の子や同世代の女子への
攻撃的態度がエスカレートする。
集団不適応、自己主張が強い。生活の乱れか
ら高校を退学する。
対人関係においてちょっかいを出す。相手の
感情が汲めない。
他者への攻撃性が課題になるものの、運動部
で活躍し攻撃性を活かした。家庭復帰してか
ら学費滞納し高校を中退する。
劣等感、内向的、回避的
劣等感、回避的、攻撃的、防衛
的、無気力、意欲の低下
自己愛的、外向的、攻撃的、防
衛的、衝動的
対人不安、自己愛的、攻撃的、
情緒不安定
劣等感、外向的、躁的
抑うつ、劣等感、防衛的
89
71
80
109*
74
不明
統合失調症
（母親及び継父）
統合失調症
（陰性症状）（母親）
うつ病（母親）
統合失調症（父親）
境界性パーソナリティ
障害（母親）
パニック障害
（母親）
アルコール依存症
（父親）
男子
男子
男子
女子
男子
女子
親の精神疾患                対象児  「社会性の問題」の内訳                                 性格傾向                                  IQ
Table1 「社会性の問題」を抱えた児童の6事例
注）IQはWISC-IV知能検査の数値。アスタリスクの箇所＊のみ田中ビネー知能検査V。
3）精神疾患の親から児童が受ける心理的影響
自由記述内容をカテゴリー化したところ、6 カテゴリーに分類されたことから、それぞ
れにラベル名を示した（Table2）。
「不安・戸惑い」：自分も精神疾患を患っているのではないかという不安や、まとまりのな
い話をする父親、多弁の母親と接して戸惑うという内容であった。急な電話で母親から自
殺をほのめかされる、親の感情の起伏の激しさで振り回されるなど、親の言動に連動して
児童の感情が大きく揺さぶられるケースが示された。
「感情の抑圧」：母親の精神的な不安定さによって意欲を低下させ抑うつ状態になるケース
や、母親の感情の起伏の激しさから児童が感情を抑圧している様子がみられた。
「親イメージの歪み」：親イメージの歪みをあげたケースが 3 件みられた。家族と離れて暮
らすことによる家族観の持ちにくさや、生活保護に依存している母親の姿をみて社会的自
立や経済的自立、向上心を安易に考えてしまうケースが散見された。
「親の模倣」：親と同様に暴力的な傾向がみられるケースが 2 件みられた。また、母親の自
傷行為を模倣するといった内容も確認された。
「親役割の逆転」：夫婦の問題を児童に相談する、一時帰宅中に児童の遊具を父親が奪って
遊ぶ、母親の自殺未遂を児童が止める、といったように親と子の役割が逆転してしまう内
容であった。
「その他」：母親と同様に児童にも統合失調症が疑われる言動がみられる、親の操作的な言
動によって児童の対人距離に課題を有する、欲求に応えてくれない親に対するストレスの
増大、母親の不安定さから親子関係を断つ、の 4 件が示された。
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不安・戸惑い
感情の抑圧
親イメージの歪み
親の模倣
親役割の逆転
その他
自分も精神疾患を患っているのではないかという不安を抱く（3）。
まとまりのない話（父）や多弁（母）の両親をみて戸惑う。
急な電話で母親から自殺をほのめかされ、何とも言えない気持ちになり、施設を飛び出す。
他の親と比較して自分の親に頼れないことを悩む。
親の感情の起伏の激しさで児童が振り回される。
母親の精神的不安定から連絡がつかないと学習意欲や生活意欲がなくなり抑うつ状態になる。
母親の感情の起伏の激しさから児童が本心を伝えられず我慢してしまう。
親イメージの歪み（3）。家族観を持ちにくい。
母親は生活保護に依存し、「働かなくても大丈夫」といった母親の言葉をうのみにして社会的
自立や経済的自立、向上心を安易に考える。
精神疾患の影響で寝てばかりいる親を怠けと捉えてしまう。
親と同様に暴力的な傾向がある（2）。
母親の自傷行為を模倣する。
夫婦の問題を児童に相談する。
一時帰宅中に児童の遊具（TVゲーム）を父親が奪って遊ぶ。
母親の自殺未遂を児童が止める。
母親と同じく統合失調症が疑われる言動がみられる。
親の操作的な言動から対人距離がつかみにくい。
欲求に応えてくれない親に対して児童のストレスが増大する。
母親の不安定さから親子関係を断つ。
ラベル名                         児童の心理的影響
Table2 精神疾患の親から児童が受ける心理的影響のカテゴリー
注）カッコ内の数値は重複件数。
よって、精神疾患の親から児童が受ける心理的影響は 6 カテゴリーに分類され、児童に
混沌とした心理状態と心理的葛藤を生み出すことがわかった。
4）カテゴリー別による児童の心理的変化
児童の心理的影響のカテゴリーごとに 1 事例ずつ顕著な事例を抜粋し、親の課題の詳細
と児童の心理的変化を 5 事例示した（Table3）。
事例 1「不安・戸惑い」（男子）：母親がうつ病に加えて薬物やアルコール依存で養育困難
状態となり、父親も統合失調症であった。児童の施設入所後、両親ともに行方不明に
なっていたものの、児童の両親に抱く期待は高まっていた。児童が中学生になってか
ら両親が突如現れて交流を再開し、親への感情を強めることとなった。しかし、父親
が希死念慮を口にするなどの不穏な言動に不安感を高め、躁状態の母親にどうしてよ
いかわからず苦笑いし、明らかに戸惑っている様子がみられた。やがて、両親からの
誘いで施設に無断で外泊し、児童へタバコを吸わせるなどの不適切なかかわりが発覚
してから親子交流が中断した。
事例 2「感情の抑圧」（男子）：精神疾患の疑いがある母親には、精神的な不安定さがみら
れ、連絡が取れることもあれば取れないこともあり、その都度児童は一喜一憂してい
た。会えると母親との共依存的な密着が施設職員らに心配されていた。母親と音信不
通になると児童は母親のことを語ろうとせず、抑圧的な態度を目立たせていた。しだ
いに無気力状態が続き、小学校でも集団から孤立することがたびたび確認された。中
学生になると、母親の再婚を機に一時帰宅の頻度が安定し、母親を徐々に客観視でき
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母親は薬物やアルコール
に依存し養育困難であっ
たが、児童の入所後行方
不明になる。
精神的に不安定で全く連
絡がつかないことが数ヶ
月続く。
約束を守らない。連絡が
取れなくなることがあ
る。養育の意思が弱く児
童よりも夫を優先する。
児童だけでなく施設職員
に対する暴力を振るう。
夫婦の問題を児童に相談
する。
行方不明の両親に対する期待を抱いていたが、中
学生になった児童の前に両親が突如現れて動揺し
た。親と会いたくて施設を抜け出し両親の元へ行
ったこともあったが、タバコを吸わされるなど不
適切なかかわりもあり、親子交流が中断した。
連絡が取れることもあれば取れないこともあり、
その都度一喜一憂し、母親との共依存的な密着が
心配されていた。中学生になると一時帰宅等で母
親を徐々に客観視できるようになった。
小6の時に一度家庭復帰するが、再度義父からの
虐待で再入所。その後は自らの意志で施設生活を
選んでいる。母親が生活保護を受けていることで
働く意識の欠如がみられる。
怒りっぽく暴力的傾向であったが、母親と距離を
置くようになり、高校での部活をはじめとして目
標を持つことで落ち着いてきた。
母親の病状の悪化で戸惑いと負担感が強まってい
たが、多忙だった父親に対して児童とかかわって
欲しいと施設職員が働きかけたことで家庭復帰の
感情が児童に強まった。
事例1
「不安・戸惑い」
（男子）
事例2
「感情の抑圧」
（男子）
事例3
「親イメージの歪み」
（女子）
事例4
「親の模倣」
（男子）
事例5
「親役割の逆転」
（男子）
うつ病
（母親）
統合失調症
（父親）
不明
（母親）
パニック障害
（母親）
境界性パーソナリ
ティ障害
（母親）
統合失調症
（母親）
ラベル名（児童の性別）     親の診断名（親の性）   親の課題                         児童の心理的変化別
Table3 精神疾患の親から受ける心理的影響のカテゴリーごとの児童の心理的変化
るようになった。
事例 3「親イメージの歪み」（女子）：パニック障害の母親が約束を守れず、連絡がつかな
くなることもあった。母親は養育の意志の弱さもあり児童よりも夫を優先していた。
小 6 の時に一度家庭復帰するが、再度義父からの虐待で再入所した。その後は自らの
意志で施設生活を選ぶこととなった。母親が生活保護を受けていることで働く意識の
欠如が児童にみられていた。
事例 4「親の模倣」（男子）：境界性パーソナリティで暴力的な母親の影響もあり、児童も
同様に暴力的な言動が課題になっていた。母親は児童だけでなく職員に暴力を振るう
こともあり、母親の逸脱行動が問題化していた。児童本人は怒りっぽく暴力的傾向で
あったが、親と距離を置くようになり、高校での部活をはじめとして目標を持つこと
で徐々に落ち着いてきた。
事例 5「親役割の逆転」（男子）：統合失調症の母親が夫婦の問題を児童に相談することが
課題であった。母親の病状の悪化で戸惑いと負担感が強まっていたが、多忙だった父
親に対して児童とかかわって欲しいと職員が働きかけたことで、家庭復帰の感情が児
童に強まった。
4 ── 考察
1）精神疾患の親と児童の「社会性の問題」との関連
児童の社会性の問題はさまざまな要因が考えられるものの、親の精神疾患の症状は育児
に著しく影響を与え、児童の社会性の問題として表面化することもありうる。
親が統合失調症の陰性症状の事例では、自閉や感情の平板化が子育てにも影響し、児童
の自主性、自発性の乏しさ、無気力、意欲の低下につながっている可能性がある。また、
児童の威圧的言動や攻撃的態度、自己主張の強さは、親の行動や態度を無意識的に取り入
れるといった同一視がなされていると考えられる。親が境界性パーソナリティの場合、自
暴自棄になるなどの感情の調整の困難さが特徴であり、児童の「生活の乱れから高校を退
学する」といった熟考しないで行動するような衝動的行動に至っていると推測される。パ
ニック障害の母親を有する男子は、ちょっかいを出すことで対人関係を維持しようとして
いるが、相手の感情の汲み取れなさもあり、母親の症状との関連よりも知的発達面など別
の要因も併せて検討する必要がある。
2）児童への心理的影響について
6 カテゴリーの分類によって児童の心理的影響の特徴が明確化された。まず、「不安・戸惑
い」の内容が最も多くみられた。自分も精神疾患を患っているのではという不安や、親か
ら自殺をほのめかされるなどの逸脱した言動は、児童の心理的安定感を揺るがす。不安や
戸惑いを少しでも軽減させるためにも児童の年齢に応じた親の精神疾患への理解を促すよ
109和光大学現代人間学部紀要　第10号（2017年3月）
うな心理教育的なアプローチの実施が望まれる。
「感情の抑圧」は、攻撃性などの派手な行動と異なり集団生活の中で気づかれにくい。単
純に意欲の低下とみなさず、親からの影響と関連させて児童の抑圧的態度を見立てること
も大切である。「親イメージの歪み」「親の模倣」では、親の価値観を取り入れ、親をモデリ
ングし学習したことから生じている可能性があるため、社会的に認められない行為やさま
ざまな親モデルが存在することを伝え、多様な価値観を与えていく必要がある。
3）児童の心理的変化について
親が精神的に不安定で連絡がつかない事例がいくつかみられた。親への不信感を強める
一方、見捨てられるのではないかという不安や混乱が生じるため、心理的なケアが求めら
れる。中学生になって一時帰宅等を通して親を客観視できるようになった児童は、心の成
長を感じさせると同時に、客観視できるようになるまでのプロセスをさらに調査する必要
がある。事例 4 では境界性パーソナリティの母親の模倣から暴力的傾向が課題であった。
しかし、高校での部活動に目標を見出したことで攻撃性を昇華させていったことが考えら
れる。攻撃性や衝動性を目標に向けさせるような方向づけが、特に高年齢児童への支援に
求められる。
親役割の逆転がみられた事例 5 では、親が夫婦の問題を児童に相談するだけでなく、母
親の病状悪化に伴い児童の戸惑いと負担感がさらに強まっていた。しかし、施設職員が父
親を巻き込むことで児童の負担軽減だけでなく父親との接点もでき、児童に家庭復帰の感
情が強まるといった一連の流れは興味深い。リスクが高まったことをきっかけに介入した
ことで家族力動が変化し、事態の奏功につながったケースといえよう。
4）おわりに
本研究では、児童養護施設に入所した児童のうち精神疾患の親を有する 34 事例について
児童の心理的影響に着目して分析を行ったところ、心理的影響として 6 カテゴリーに分類
され、さらにカテゴリーごとに児童の心理的変化について検討したことは意義深い。児童
養護施設を退所した後も親との関係性は永続的に続くため、親子関係の副次的な問題が起
こったタイミングで親の捉えなおしの作業や関係修復の機会となりうると考えると、施設
を退所する前に事例化することに意味がある。
今回、児童への心理的影響に着目したが、事例 3 であげられたような約束を守らない親
や事例 4 のように施設職員に暴力を振るう親もいるため、親対応に施設職員が戸惑い傷つ
けられることも少なくない。つまり、施設職員にも親に対するネガティブな感情を生じさ
せるため、施設職員が施設の心理職や児童福祉領域に理解のある精神科医からコンサルテ
ーションを受けることは親の理解につながるであろう。
幼児の行動特性別にみた母親の育児困難感に関する研究では、混合型特性群（外向性と内
向性を併せ持つタイプ）、外向的特性群、内向的特性群の順に育児困難度が高い傾向が明ら
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かになっている（坂田・成瀬・田口・村嶋，2014）。今回、児童の性格傾向を Table1 で示した
が、混合型に含まれるタイプが目立ったため、一時帰宅などの親との交流で児童の対応に
親自身が困難さを抱くことも十分考えられる。親が児童の接し方について助言を受けられ
るような機会（ペアレントトレーニングなど）の提供は、精神疾患を抱えているという点に
おいてますます求められる。
親が精神疾患を抱えている場合、児童の家庭復帰後の支援は重要な意味を持つ。医療機
関から長期的な支援を得ることと受診状況を把握することは、精神疾患の母親を有する要
支援児童と有意に関連していた（吉岡・鎌倉・神保・北澤・大久保・白川・大熊・大屋・平林・
黒田，2016）。このことから、地域の中で医療機関からの協力を長期的に得ながらモニタリ
ングしていくことに注視すべきである。
本研究の課題として、児童養護施設は幅広い年齢層を対象にしており、今回は年齢層や
学校種別ごとの検討が不十分であった。また、中・長期的な支援の経過を丁寧に提示できな
かったことも課題として残された。わずか 34 事例の分析のため今回得られた結果を一般
化することはできないが、児童養護施設の入所児童と親の精神疾患との関連を児童の心理
的観点から解明しようと試みたことは、実践の一助になると思われる。
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